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資料３ 

放送条約に関する対応の在り方についての検討経過報告 

 
令 和 ６ 年 ３ 月 １ ３ 日 
放送条約の検討に関するワーキングチーム 

 
 
１．検討に至る経緯 

「放送条約の検討に関するワーキングチーム」（以下「本 WT」という。）は、

世界知的所有権機関（WIPO）の著作権等常設委員会（SCCR）において検討中

の放送機関の権利の保護に関する新たなルール作り（放送条約）への対応につい

て、集中的に検討を行うものとして、令和元年度から国際小委員会に設置された。 
令和５年の３月、１１月に第４３、４４回 SCCR が開催され、令和６年の４

月に第４５回 SCCR が開催される予定であることを踏まえ、令和５年１１月１

７日の政策小委員会（国際小委員会を統合）において本 WT の設置が決定され

た。 
 

２．開催状況、検討経過 

 今年度の本 WT は、令和６年２月２６日（月）に開催された。 
 本 WT では、事務局による、放送条約の議長テキストの概要、議論の動向及

び論点についての説明と、放送事業者のチーム員による、放送に関する侵害状況

や条約への期待についての発表があった。続いて、当該論点を踏まえて、議長テ

キストにおける「受益者の範囲」及び「保護対象としてのインターネット送信の

留保の必要性」などの事項について、我が国としてどのような方針をとり得るか

議論し、検討を行った。 
 
３．今後の予定 

 次期 WT では、国内外の放送に関する実態・動向の分析を行いつつ、引き続

き放送条約における上述の論点等を中心に、WIPO での議論の進展に応じて我

が国の対応の在り方の検討を進めていくこととする。 
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